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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第19期

第１四半期

連結累計期間

第20期

第１四半期

連結累計期間

第19期

会計期間
自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 35,824,360 41,565,429162,432,870

経常利益 （千円） 1,655,022 2,643,800 8,850,412

四半期(当期)純利益 （千円） 1,009,243 1,640,251 5,931,197

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 770,000 1,202,986 6,435,005

純資産額 （千円） 24,402,594 30,038,694 30,035,378

総資産額 （千円） 105,613,365109,976,591116,822,417

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） 2,446.25 39.76 143.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 22.8 26.9 25.4

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第19期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

５　当社は、平成22年10月１日付で１株を100株に株式分割を行っております。当該株式分割に伴う影響を加味し、

遡及修正を行った場合の１株当たり指標の推移を参考までに掲げると以下のとおりとなります。

回次
第19期

第１四半期

連結累計期間

会計期間
自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

１株当たり四半期
純利益金額

（円） 24.46

潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額

（円） ―

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。なお、文中にお

ける将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災により甚大な被害を受け、生産活動

の停滞や、原発事故による電力供給懸念も広がるなど、被災地のみならず日本全体に深刻な影響を及ぼす

結果となりました。

当社グループの属する医療業界におきましては、最悪の事態に備えた地域医療、病院インフラの在り方

や医療制度そのものに至るまで、多方面での課題が浮き彫りになりました。

当社グループにおきましては、大型プロジェクト案件の売上計上に加え、病院の設備投資意欲が引き続

き高いことを受けて、自社製品を中心にこれまで以上に売上利益を伸ばすことができました。また、介護

付有料老人ホームが期初より高い稼働率で推移するとともに、調剤薬局においても順調に推移いたしま

した。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は41,565,429千円（前年同四半期連結累計期

間比16.0％増）、営業利益は2,348,872千円（前年同四半期連結累計期間比79.5％増）、経常利益は

2,643,800千円（前年同四半期連結累計期間比59.7％増）、四半期純利益は1,640,251千円（前年同四半

期連結累計期間比62.5％増）となりました。
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セグメントごとの業績を示しますと次のとおりであります。

①トータルパックシステム事業

トータルパックシステム事業におきましては、大型プロジェクト案件の売上計上に加え、特殊浴槽

等の自社製品が好調な受注に支えられ販売を伸ばし、業績が拡大いたしました。

この結果、売上高は14,635,583千円（前年同四半期連結累計期間比23.2％増）、セグメント利益

（営業利益）は1,431,550千円（前年同四半期連結累計期間比119.4％増）となりました。

②メディカルサプライ事業

メディカルサプライ事業におきましては、販売数量増加と効率化を推し進めるとともに、昨年10月

より連結した株式会社札幌メデイカルコーポレーシヨンの業績が寄与いたしました。

この結果、売上高は20,971,622千円（前年同四半期連結累計期間比12.3％増）、セグメント利益

（営業利益）は368,315千円（前年同四半期連結累計期間比13.2％増）となりました。

③ヘルスケア事業

ヘルスケア事業におきましては、介護付有料老人ホーム運営事業における入居者が1,200名前後で

安定的に推移するとともに、食事提供サービス事業におきましても順調に販売エリアを拡大いたし

ました。

この結果、売上高は1,961,259千円（前年同四半期連結累計期間比3.5％増）、セグメント利益（営

業利益）は280,113千円（前年同四半期連結累計期間比1.7％減）となりました。

④調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、ジェネリック医薬品や調剤技術料の加算獲得に注力いたしました。

なお、株式会社仙台調剤において震災の影響により前期算入されなかった３月分の業績を加味して

おります。

この結果、売上高は3,767,906千円（前年同四半期連結累計期間比18.9％増）、セグメント利益

（営業利益）は374,048千円（前年同四半期連結累計期間比49.6％増）となりました。

⑤その他

その他におきましては、動物病院事業において他の動物病院からの診察紹介が増加し、高度画像診

断、手術件数が順調に推移いたしました。また、理化学機器の販売も計画どおり進捗いたしました。

この結果、売上高は229,057千円（前年同四半期連結累計期間比5.5％増）、セグメント利益（営業

利益）は35,837千円（前年同四半期連結累計期間比3.8％減）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産は109,976,591千円となり、前連結会計年度末と比べて6,845,826

千円減少いたしました。その主な要因は、土地が1,789,000千円増加した一方、受取手形及び売掛金が

4,779,432千円、現金及び預金が3,208,461千円減少したこと等によるものであります。

負債は79,937,897千円となり、前連結会計年度末と比べて6,849,141千円減少いたしました。その主な

要因は、賞与引当金が303,283千円増加した一方、支払手形及び買掛金が4,063,317千円、長期借入金が

2,129,983千円減少したこと等によるものであります。

純資産は30,038,694千円となり、前連結会計年度末と比べて3,315千円増加いたしました。その主な要

因は、配当金の支払により利益剰余金が1,196,444千円、その他有価証券評価差額金が475,304千円減少

した一方、四半期純利益により利益剰余金が1,640,251千円増加したこと等によるものであります。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は26.9％（前連結会計年度末比1.5ポイン

ト増）となりました。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は112,469千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)

(平成23年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年８月５日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 41,259,500 41,259,500
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 41,259,500 41,259,500－ －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら制限のない当社における標準となる株式であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成23年４月１日～

　平成23年６月30日
― 41,259,500 ― 5,667,081 ― 6,593,306

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

①　【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 2,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 41,254,900412,549 －

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数 　 41,259,500 － －

総株主の議決権 　 － 412,549 －

　

②　【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

シップヘルスケア

ホールディングス株式会社

大阪府吹田市春日

３－20－８
2,800 － 2,800 0.01

計 － 2,800 － 2,800 0.01

　

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１

日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,767,751 19,559,290

受取手形及び売掛金 41,688,719 36,909,286

有価証券 25,193 44,936

商品及び製品 5,858,595 5,799,617

仕掛品 1,284,766 1,311,773

原材料及び貯蔵品 901,985 969,664

その他 6,905,871 7,355,588

貸倒引当金 △138,141 △157,442

流動資産合計 79,294,740 71,792,714

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,818,860 6,721,450

土地 5,892,398 7,681,398

貸与資産（純額） 57,411 62,986

賃貸不動産（純額） 9,066,740 9,102,857

その他（純額） 1,261,925 1,102,649

有形固定資産合計 23,097,336 24,671,342

無形固定資産

のれん ※２
 1,087,177

※２
 1,068,773

その他 470,935 445,411

無形固定資産合計 1,558,113 1,514,185

投資その他の資産

長期貸付金 7,142,735 6,958,942

その他 7,766,802 7,063,537

貸倒引当金 △2,037,311 △2,024,130

投資その他の資産合計 12,872,226 11,998,349

固定資産合計 37,527,677 38,183,877

資産合計 116,822,417 109,976,591
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 42,604,402 38,541,085

短期借入金 2,600,000 2,530,000

未払法人税等 1,585,156 695,539

賞与引当金 1,012,584 1,315,868

その他 12,919,750 13,400,386

流動負債合計 60,721,894 56,482,881

固定負債

社債 3,942,000 3,862,000

長期借入金 18,461,875 16,331,891

退職給付引当金 1,703,372 1,717,347

資産除去債務 65,224 67,015

その他 1,892,671 1,476,761

固定負債合計 26,065,145 23,455,016

負債合計 86,787,039 79,937,897

純資産の部

株主資本

資本金 5,667,081 5,667,081

資本剰余金 10,036,491 10,036,491

利益剰余金 12,819,619 13,263,426

自己株式 △1,059 △1,059

株主資本合計 28,522,132 28,965,940

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,160,064 684,760

為替換算調整勘定 △12,649 △12,649

その他の包括利益累計額合計 1,147,415 672,110

少数株主持分 365,829 400,642

純資産合計 30,035,378 30,038,694

負債純資産合計 116,822,417 109,976,591
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 35,824,360 41,565,429

売上原価 30,996,836 35,406,604

売上総利益 4,827,523 6,158,824

販売費及び一般管理費 3,519,037 3,809,952

営業利益 1,308,486 2,348,872

営業外収益

受取利息 135,525 89,365

受取配当金 29,273 29,601

負ののれん償却額 164,779 164,779

持分法による投資利益 20,376 16,908

その他 174,715 115,569

営業外収益合計 524,669 416,226

営業外費用

支払利息 117,431 100,522

その他 60,702 20,774

営業外費用合計 178,133 121,297

経常利益 1,655,022 2,643,800

特別利益

固定資産売却益 5,417 28

退職給付制度改定益 50,981 －

負ののれん発生益 569 －

特別利益合計 56,968 28

特別損失

投資有価証券評価損 54,341 2,509

固定資産売却損 12,298 209

固定資産除却損 143 37,765

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 21,383 －

事業構造改善費用 － 16,288

特別損失合計 88,167 56,771

税金等調整前四半期純利益 1,623,823 2,587,057

法人税、住民税及び事業税 786,957 736,630

法人税等調整額 △199,696 172,135

法人税等合計 587,261 908,766

少数株主損益調整前四半期純利益 1,036,561 1,678,291

少数株主利益 27,317 38,039

四半期純利益 1,009,243 1,640,251
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,036,561 1,678,291

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △248,763 △475,304

為替換算調整勘定 △17,797 －

その他の包括利益合計 △266,561 △475,304

四半期包括利益 770,000 1,202,986

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 753,358 1,164,946

少数株主に係る四半期包括利益 16,641 38,039
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であります酒井医療㈱は、同じく連結子会社であるグ

ループエンジニアリング㈱を吸収合併しております。

また、同じく連結子会社であります㈱札幌メデイカルコーポレーシヨンは、同じく連結子会社である㈱エスエ

ムシー、㈱メディカルトラストを吸収合併しております。

変更後の連結子会社数……35社

 

(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

連結子会社である㈱仙台調剤は、東日本大震災により、平成23年２月末日で実施した仮決算以降の４ヶ月決算

数値を連結しております。

　

　

【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  手形割引高及び裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

受取手形割引高 54,600千円 －千円

受取手形裏書譲渡高 191,256千円 304,865千円

　

※２  のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相殺前の金額は次のとおりであります。
　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

のれん 4,609,313千円 4,426,129千円

負ののれん 3,522,135千円 3,357,356千円

差引額 1,087,177千円 1,068,773千円

　

３  当座貸越契約について

連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しておりま

す。当座貸越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。
　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

当座貸越極度額の総額 13,040,000千円 13,530,000千円

借入実行残高 2,410,000千円 2,340,000千円

差引額 10,630,000千円 11,190,000千円

　

　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額

及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

減価償却費 365,395千円 364,850千円

のれんの償却額 182,843千円 185,183千円

負ののれんの償却額 △164,779千円 △164,779千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 887,0192,150平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,196,444 29平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

　

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

トータル
パック
システム
事業

メディカル
サプライ
事業

ヘルスケア
事業

調剤薬局
事業

計

売上高 　 　 　 　 　
　

　 　 　

(1) 外部顧客に対する
売上高

11,874,84818,667,4771,895,6923,169,23235,607,250217,10935,824,360－ 35,824,360

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

174,0669,288 4,227 118 187,7002,555190,255△190,255 －

計 12,048,91518,676,7651,899,9193,169,35135,794,951219,66536,014,616△190,25535,824,360

セグメント利益 652,375325,373284,829250,0881,512,66637,2531,549,920△241,4331,308,486

(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、動物病院事業、理化学機器販売事業

等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△241,433千円には、セグメント間取引消去25,477千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△266,915千円等が含まれております。全社費用は、主に親会社本社の営業費用及び報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変

動及び重要な負ののれん発生益の認識はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

　

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

トータル
パック
システム
事業

メディカル
サプライ
事業

ヘルスケア
事業

調剤薬局
事業

計

売上高 　 　 　 　 　
　

　 　 　

(1) 外部顧客に対する
売上高

14,635,58320,971,6221,961,2593,767,90641,336,371229,05741,565,429－ 41,565,429

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

205,12822,8751,071 183 229,2582,688231,946△231,946 －

計 14,840,71220,994,4971,962,3313,768,08941,565,630231,74641,797,376△231,94641,565,429

セグメント利益 1,431,550368,315280,113374,0482,454,02735,8372,489,864△140,9922,348,872

(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、動物病院事業、理化学機器販売事業

等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△140,992千円には、セグメント間取引消去16,737千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△162,505千円等が含まれております。全社費用は、主に親会社本社の営業費用及び報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変

動及び重要な負ののれん発生益の認識はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2,446円25銭 39円76銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 1,009,243 1,640,251

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,009,243 1,640,251

普通株式の期中平均株式数（株） 412,567 41,256,700

(注)１　潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

２　当社は、平成22年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。当該株式分割が

前期首に行われたと仮定した場合における前第１四半期連結累計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は、

24円46銭であります。

　
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成23年８月５日

シップヘルスケアホールディングス株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　伯　　　剛　　　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　羽　　津　　隆　　弘　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシッ

プヘルスケアホールディングス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第

１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成

23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シップヘルスケアホールディングス株式会社

及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経

営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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